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(57)【要約】
【課題】主筋となる鉄筋をあと施工で鉄筋コンクリート
構造体の躯体に定着させることによって、引張力が加わ
った場合の当該引張力に対する抵抗力を向上させた鉄筋
コンクリート構造体を得ることができる鉄筋の定着方法
を提供する。
【解決手段】既設の鉄筋コンクリート構造体１に鉄筋コ
ンクリート構造体を増設する場合に、既設の鉄筋コンク
リート構造体１に穴２を形成し、増設する鉄筋コンクリ
ート構造体１０の主筋となる鉄筋３の端部４を前記穴２
内に挿入して当該穴内にグラウト材５を充填することに
よって、既設の鉄筋コンクリート構造体１に増設する鉄
筋コンクリート構造体１０の主筋となる鉄筋３を定着さ
せたことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　既設の鉄筋コンクリート構造体に当該既設の鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋
を追加するために、既設の鉄筋コンクリート構造体に穴を形成し、当該穴内に主筋となる
鉄筋を挿入した後に当該穴内にグラウト材を充填することによって、既設の鉄筋コンクリ
ート構造体に当該既設の鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋を定着させたことを特
徴とする鉄筋の定着方法。
【請求項２】
　既設の鉄筋コンクリート構造体に鉄筋コンクリート構造体を増設する場合に、既設の鉄
筋コンクリート構造体に穴を形成し、増設する鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋
の端部を前記穴内に挿入して当該穴内にグラウト材を充填することによって、既設の鉄筋
コンクリート構造体に増設する鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋を定着させたこ
とを特徴とする鉄筋の定着方法。
【請求項３】
　前記穴内に挿入される鉄筋の端部は、鉄筋の軸部と、当該軸部よりも大径で当該軸部に
連結された定着部とを備えたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の鉄筋の定着
方法。
【請求項４】
　前記穴の内壁面に凹凸を形成して、当該内壁面と前記グラウト材との付着抵抗を大きく
したことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の鉄筋の定着方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鉄筋コンクリート構造体に主筋となる鉄筋を所謂あと施工で定着させる方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、既設の鉄筋コンクリート構造体に鉄筋コンクリート構造体を増設する場合にお
いて、既設の鉄筋コンクリート構造体としての既設柱梁架構の前面にせん断伝達部材とし
て機能させるアンカー（アンカー筋）を植設し、既設柱梁架構の前方に増設する鉄筋コン
クリート構造体の鉄筋を配筋するとともに型枠を設置して、既設の鉄筋コンクリート構造
体と型枠との間の空間にコンクリートを打設することによって、既設の鉄筋コンクリート
構造体に鉄筋コンクリート構造体を増設する方法が知られている（例えば特許文献１等参
照）。即ち、当該方法により増設された鉄筋コンクリート構造体にせん断力が作用した場
合、せん断力がせん断伝達部材を介して既設の鉄筋コンクリート構造体に伝達されるよう
に構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８４８８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１は、既設柱梁架構の前面にせん断伝達部材として機能させるアンカーを植設
し、増設された鉄筋コンクリート構造体にせん断力が作用した場合、せん断力をアンカー
を介して既設の鉄筋コンクリート構造体に伝達することで、増設された鉄筋コンクリート
構造体にせん断力が加わった場合に当該せん断力に対する抵抗力を向上させた構造である
。しかしながら、特許文献１の構造では、増設された鉄筋コンクリート構造体に引張力が
加わった場合に当該引張力に対する抵抗力が小さい。
　本発明は、主筋となる鉄筋をあと施工で鉄筋コンクリート構造体の躯体に定着させるこ
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とによって、引張力が加わった場合の当該引張力に対する抵抗力を向上させた鉄筋コンク
リート構造体を得ることができる鉄筋の定着方法を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る鉄筋の定着方法は、既設の鉄筋コンクリート構造体に当該既設の鉄筋コン
クリート構造体の主筋となる鉄筋を追加するために、既設の鉄筋コンクリート構造体に穴
を形成し、当該穴内に主筋となる鉄筋を挿入した後に当該穴内にグラウト材を充填するこ
とによって、既設の鉄筋コンクリート構造体に当該既設の鉄筋コンクリート構造体の主筋
となる鉄筋を定着させたので、既設の鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋をあと施
工で当該既設の鉄筋コンクリート構造体の躯体に定着させることによって、引張力が加わ
った場合の当該引張力に対する当該既設の鉄筋コンクリート構造体の抵抗力を向上させる
ことができる。
　本発明に係る鉄筋の定着方法は、既設の鉄筋コンクリート構造体に鉄筋コンクリート構
造体を増設する場合に、既設の鉄筋コンクリート構造体に穴を形成し、増設する鉄筋コン
クリート構造体の主筋となる鉄筋の端部を前記穴内に挿入して当該穴内にグラウト材を充
填することによって、既設の鉄筋コンクリート構造体に増設する鉄筋コンクリート構造体
の主筋となる鉄筋を定着させたので、増設する鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋
の端部をあと施工で既設の鉄筋コンクリート構造体の躯体に定着させることによって、引
張力が加わった場合の当該引張力に対する抵抗力を向上させた鉄筋コンクリート構造体を
増設できる。
　また、前記穴内に挿入される鉄筋の端部は、鉄筋の軸部と、当該軸部よりも大径で当該
軸部に連結された定着部とを備えたので、定着部とグラウト材との支圧抵抗を大きくでき
、鉄筋コンクリート構造体の主筋に引張力が加わった場合に当該引張力に対する抵抗力を
大きくできる。
　また、前記穴の内壁面に凹凸を形成して、当該内壁面と前記グラウト材との付着抵抗を
大きくしたので、当該付着抵抗を大きくでき、鉄筋コンクリート構造体の主筋に引張力が
加わった場合に当該引張力に対する抵抗力を大きくできる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】既設の鉄筋コンクリート構造体に耐震補強用の鉄筋コンクリート構造体を増設す
る方法を示す説明図（実施形態１）。
【図２】（ａ）は既設の鉄筋コンクリート構造体としての既設の鉄筋コンクリート柱に耐
震補強用の鉄筋コンクリート梁が増設された状態を示す横断面図、（ｂ）は既設の鉄筋コ
ンクリート構造体としての既設の鉄筋コンクリート柱に耐震補強用の鉄筋コンクリート梁
が増設された状態を示す縦断面図（実施形態１）。
【図３】既設の鉄筋コンクリート構造体に形成する穴の内壁面の他例を示す断面図（実施
形態１）。
【図４】既設の鉄筋コンクリート構造体に定着される鉄筋の端部形状を示す断面図（実施
形態２）。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
実施形態１
　既設の鉄筋コンクリート構造体に例えば耐震補強用の鉄筋コンクリート構造体を増設す
る場合に、増設する鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋の端部を既設の鉄筋コンク
リート構造体に定着させる方法は、図１（ａ）に示す既設の鉄筋コンクリート構造体１の
躯体に増設する鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋の端部を挿入するための図１（
ｂ）に示すような穴２を形成し、当該穴２内に増設する鉄筋コンクリート構造体１０（図
１（ｅ）；図２参照）主筋となる図１（ｃ）に示すような鉄筋３の端部４を挿入した後、
図１（ｄ）に示すように当該穴２内にグラウト材５を充填して、当該グラウト材５を固化
させることで当該鉄筋３の端部４を既設の鉄筋コンクリート構造体１の躯体に定着させる
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。即ち、増設する鉄筋コンクリート構造体１０の主筋となる鉄筋３の端部４を既設の鉄筋
コンクリート構造体１の躯体に所謂あと施工によって定着させる。
　そして、既設の鉄筋コンクリート構造体１の躯体に定着された増設する鉄筋コンクリー
ト構造体１０の主筋となる鉄筋３及び配筋された図外のせん断補強筋となる鉄筋を囲むよ
うに図外の型枠を設置し、既設の鉄筋コンクリート構造体１と図外の型枠との間の空間に
コンクリートを打設することによって、図１（ｅ）に示すように既設の鉄筋コンクリート
構造体１に耐震補強用の鉄筋コンクリート構造体１０を増設する。
【０００８】
　例えば図２に示すように、既設の鉄筋コンクリート構造体１としての鉄筋コンクリート
柱１Ａに耐震補強用の鉄筋コンクリート構造体１０としての鉄筋コンクリート梁１０Ａを
増設する場合、例えば、増設する鉄筋コンクリート梁１０Ａの梁主筋１１となる鉄筋の端
部４を既設の鉄筋コンクリート柱１Ａに形成した穴２内に挿入した後、当該穴２内にグラ
ウト材５を充填して固化させることで、増設する鉄筋コンクリート梁１０Ａの梁主筋１１
となる鉄筋の端部４を既設の鉄筋コンクリート柱１Ａに定着させる。そして、増設する鉄
筋コンクリート梁１０Ａの梁主筋１１；１１…となる鉄筋３を取り囲むように梁せん断補
強筋１２；１２…となる鉄筋を配筋した後に、これら増設する鉄筋コンクリート梁１０Ａ
の梁主筋１１；１１…となる鉄筋３及び梁せん断補強筋１２；１２…となる鉄筋を囲むよ
うに図外の型枠を設置し、設置した型枠の内側の空間にコンクリートを打設することによ
って、既設の鉄筋コンクリート柱１Ａに耐震補強用の鉄筋コンクリート梁１０Ａを増設す
る。
　尚、穴２は、図２に示すように、既設の鉄筋コンクリート柱１Ａの柱主筋６及び柱せん
断補強筋７を避けて形成するとともに、柱主筋６の内側に形成することが好ましい。
【０００９】
　図１；図２に示すように、穴２内に挿入される鉄筋３の端部４は、鉄筋３の軸部３Ａと
当該軸部３Ａの端部に連結された当該軸部３Ａよりも大径の定着部４０とを備えた構成と
することが好ましい。
　例えば、鉄筋３の軸部３Ａとしては、端部の外周面に図外のねじ部が形成された所謂ね
じ鉄筋を使用し、定着部４０は、ねじ鉄筋のねじ部に締結される図外のねじ穴を備えたナ
ット部４１と、ナット部４１の筒の一端部に設けられた定着板４２とを備えた構成のもの
を用いる。
　定着板４２は、ナット部４１の外径よりも大径の例えば円板を用いる。例えば、ナット
部４１の筒の中心線と定着板４２の中心線とが一致した同軸状になるようにナット部４１
の筒の一端に定着板４２が一体に形成された構成の定着部４０を用いる。
　このように、鉄筋３の端部４に定着部４０を備えた構成とすることで、定着板４２とグ
ラウト材５との支圧抵抗を大きくできる。
　尚、グラウト材５としては、セメントミルクやモルタル、合成樹脂等を用いれば良いが
、特に、無収縮モルタルを用いることが好ましい。
【００１０】
　定着部４０とグラウト材５との支圧抵抗、鉄筋３の軸部３Ａとグラウト材５との付着抵
抗、穴内壁面２ａとグラウト材５との界面の付着抵抗を大きくすることにより、増設する
鉄筋コンクリート梁１０の主筋となる鉄筋３に加わる引張力に対する抵抗力を大きくでき
る。
　即ち、グラウト材５との関係において、定着板４２の径を大きくすることにより定着板
４２とグラウト材５との支圧抵抗を大きくでき、鉄筋３の軸部３Ａの径を大きくすること
及び鉄筋３の軸部３Ａの定着長さを長くすることにより鉄筋３の軸部３Ａとグラウト材５
との付着抵抗を大きくでき、穴２の径を大きくすることにより穴内壁面２ａとグラウト材
５との界面の付着抵抗を大きくできる。
【００１１】
　実施形態１の鉄筋の定着方法によれば、既設の鉄筋コンクリート構造体１に鉄筋コンク
リート構造体１０を増設する場合において、増設する鉄筋コンクリート構造体１０の主筋
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となる鉄筋３の端部４をあと施工で既設の鉄筋コンクリート構造体１の躯体に定着させる
ことによって、引張力が加わった場合の当該引張力に対する抵抗力を向上させた鉄筋コン
クリート構造体１０を増設でき、既設の鉄筋コンクリート構造体１の耐震補強を簡単容易
に実施できるようになる。
【００１２】
　尚、穴２は既設コンクリート構造体１の表面に開口する有底穴により形成される。
　当該穴２は、図１；図２で示すように、既設の鉄筋コンクリート構造体１に例えばコア
ボーリングで形成された比較的滑らかな穴内壁面２ａを備えた穴であってもよいし、図３
に示すように、既設の鉄筋コンクリート構造体１に例えばウォータジェットによって凹凸
を有した粗面に形成された穴内壁面２ｂを備えた穴であってもよい。凹凸を有した粗面に
形成された穴内壁面２ｂを有した穴２を使用すれば、穴内壁面２ｂとグラウト材５との界
面の付着抵抗を大きくでき、鉄筋３に加わる引張力に対する抵抗力をより大きくできるよ
うになるので、増設された鉄筋コンクリート構造体１０に引張力が加わった場合の当該引
張力に対する抵抗力をより向上させることができるようになる。
【００１３】
　定着部４０の定着板４２は、ねじ鉄筋のねじ部が貫通するねじ孔を備えた構成のもので
あってもよい。
【００１４】
実施形態２
　図４に示すように、増設する鉄筋コンクリート構造体１０の主筋となる鉄筋３として端
部４に定着部４０を備えない鉄筋３を用い、当該定着部４０を備えない鉄筋３の端部４を
既設の鉄筋コンクリート構造体１に、上述したような、あと施工で定着させるようにして
もよい。
　この場合、既設の鉄筋コンクリート構造体１に形成する穴２は、例えばコアボーリング
で形成された比較的滑らかな穴内壁面２ａを備えた穴（図４（ａ）参照）であってもよい
し、例えばウォータジェットによって凹凸を有した粗面に形成された穴内壁面２ｂを備え
た穴（図４（ｂ）参照）であってもよい。
【００１５】
　尚、図３に示すように、増設する鉄筋コンクリート構造体１０の主筋となる鉄筋３とし
て端部４に定着部４０を備えたものを用い、凹凸を有した粗面の穴内壁面２ｂを有した穴
２内に定着部４０を備えた鉄筋３の端部４を挿入して当該穴２内にグラウト材５を充填し
て固化させることで、増設する鉄筋コンクリート構造体１０の主筋となる鉄筋３の端部４
を既設の鉄筋コンクリート構造体１に定着させる構造とした場合、鉄筋３に加わる引張力
に対する抵抗力をより大きくできるようになり、引張力が加わった場合の当該引張力に対
する抵抗力を向上させた鉄筋コンクリート構造体１０を増設できるようになるので、主筋
となる鉄筋３に加わる引張力に対して大きな抵抗力が必要となる増設鉄筋コンクリート構
造体を構築する場合には、当該定着構造を採用することが好ましい。
【００１６】
実施形態３
　実施形態１；２では、既設の鉄筋コンクリート構造体に増設する鉄筋コンクリート構造
体の主筋となる鉄筋を定着させる場合について説明したが、既設の鉄筋コンクリート構造
体に当該既設の鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋を追加するために、既設の鉄筋
コンクリート構造体に穴を形成し、当該穴内に主筋となる鉄筋を挿入した後に当該穴内に
グラウト材を充填することによって、既設の鉄筋コンクリート構造体に当該既設の鉄筋コ
ンクリート構造体の主筋となる鉄筋をあと施工で定着させてもよい。この場合、既設の鉄
筋コンクリート構造体に当該既設の鉄筋コンクリート構造体の主筋となる鉄筋があと施工
で追加されて、引張力が加わった場合の当該引張力に対する当該既設の鉄筋コンクリート
構造体の抵抗力を向上させることができるようになり、既設の鉄筋コンクリート構造体の
耐震補強を簡単容易に実施できるようになる。
【符号の説明】
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【００１７】
１　既設の鉄筋コンクリート構造体、２　穴、２ａ;２ｂ　穴の内壁面、３　鉄筋、
３Ａ　鉄筋の軸部、４　鉄筋の端部、５　グラウト材、
１０　増設する鉄筋コンクリート構造体、４０　定着部。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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